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広報ながしま  2026年10月号  ｜  ２

令和8年（2026年） No.247

10
「いずみ５０９号」が県畜産共進会へ～長島町、出水地区秋季

畜産共進会／長寿をお祝い

バレイショ輸入の対応を県議会へ要望／LINE登録のお願い

長島町防災講習会／「二十歳の集い」を開催します

一般会計補正予算など１５議案を可決

令和７年度財政指標を公表

町の家計簿を公表～令和７年度決算報告～

長島町総合文化祭を開催／電気柵の正しい設置方法

廃残農薬類を回収します／予防接種費用を助成します

「ながしま笑顔のまちづくり」の参加者募集～地域包括支援

センターだより～／歯の表彰者を募集します

さつ・長・湧水連絡協議会／町長動静

知っ得ボックス

まちの話題

長島文芸／町立図書館のおすすめ

ハッピースマイル～１歳おめでとう～／うぶ声・お悔やみ・お

礼／編集後記

［裏表紙］フラワーズオブヒカリ～光が彩る「ＩＹＡＳＨＩ」空間～

令和８年9月３0日現在 ※（ ）は前月比

4,287 （＋10）

（＋８）

（-６）

（+２）

4,593
4,402
8,995

 ９月12日 （土） 11時58分

　９月 12 日、蔵之元小
学校でみんなの食堂が開
催されました。
　同校の児童や保護者、
地域の未就学児、高齢者
などが集まり、おいしい
料理をみんなで囲んで食
事を楽しんでいました。
　

（関連記事＝ P16）
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３ ｜  広報ながしま  2026年10月号

「
い
ず
み
５
０
９
号
」が
県
畜
産
共
進
会
へ

	
�

～
長
島
町
、出
水
地
区
秋
季
畜
産
共
進
会
～

出
水
地
区
秋
季
畜
産
共
進
会

　
９
月
11
日
（
金
）
に
出
水
中
央
家

畜
市
場
で
、
令
和
８
年
度
出
水
地
区

畜
産
共
進
会
が
開
催
さ
れ
、
地
区
内

か
ら
全
体
で
33
頭
、
町
か
ら
は
種
牛

１
部
に
３
頭
、
２
部
に
８
頭
、
３
部

に
３
頭
が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
３
部
で
１
席
を
受
賞
し
た
繁
殖

実
験
セ
ン
タ
ー
の
「
い
ず
み
５
０
９

号
」
は
、
令
和
８
年
10
月
３
日
（
土
）

霧
島
市
で
開
催
さ
れ
る
第
75
回
鹿
児

島
県
畜
産
共
進
会
へ
出
場
し
ま
す
。

　
ま
た
団
体
賞
は
東
生
産
牛
部
会
が

２
位
を
受
賞
し
ま
し
た
。

長
島
町
秋
季
畜
産
共
進
会

　

８
月
26
日
に
毎
床
家
畜
審
査
場

で
、
令
和
８
年
度
長
島
町
畜
産
共
進

会
が
開
催
さ
れ
、種
牛
１
部
に
７
頭
、

２
部
に
15
頭
、３
部
に
５
頭
が
出
品
。

そ
れ
ぞ
れ
の
部
で
個
体
審
査
と
比
較

審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
審
査
の
結
果
、
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ

オ
ン
賞
に
繁
殖
実
験
セ
ン
タ
ー
の
「
い

ず
み
５
０
９
号
」
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

※
出
品
者
名
で
記
載
し
て
あ
り
ま
す
。

「いずみ５０９号」「いずみ５０９号」

〇
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
賞

〇
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
賞

　

牛
種
３
部　

繁
殖
実
験
セ
ン

タ
ー
「
い
ず
み
５
０
９
号
」

〇
種
牛
の
部　
１
部
（
せ
り
終
了

後
～
12
ヶ
月
）

最
優
秀
賞　

　
一
席　
宮
路
幸
雄

　
二
席　
宮
路
幸
雄

　
三
席　
繁
殖
実
験
セ
ン
タ
ー

　
四
席　
内
田
秋
宏　

優 

秀 

賞

 　
福
山
健
一

　
（
株
）
浦
底
畜
産

　
内
田
秋
宏

〇
種
牛
の
部　
２
部
（
12
か
月
～

16
か
月
）
若
雌
１
区

最
優
秀
賞　

　
一
席　
（
有
）
町
田
畜
産

　
二
席　
（
株
）
浦
底
畜
産

　
三
席　
繁
殖
実
験
セ
ン
タ
ー　

　
四
席　
赤
嵜
清

　
五
席　
（
株
）
浦
底
畜
産

　
六
席　
（
株
）
宮
路
フ
ァ
ー
ム

　
七
席　
赤
嵜
清

　
八
席　
市
尾
畜
産
（
同
）

優 

秀 

賞

　
（
有
）
町
田
畜
産

　
井
手
久

　
瀬
ノ
口
里
美

　
繁
殖
実
験
セ
ン
タ
ー

　
古
川
修
一

　
長
元
大
介

　
門
元
政
文

〇
種
牛
の
部　
３
部
（
17
か
月
～

23
か
月
）
若
雌
２
区

最
優
秀
賞

　
一
席　
繁
殖
実
験
セ
ン
タ
ー

　
二
席　
市
尾
畜
産
（
同
）

　
三
席　
町
口
光

優 

秀 

賞

　
𦚰
田
泉

　
仁
田
原
裕
司

長
寿
を
お
祝
い　

町
で
は
、
多
年
に
わ
た
り
、
社
会

に
尽
く
し
て
き
た
高
齢
者
を
敬
愛

し
、
長
寿
を
祝
う
敬
老
訪
問
を
９
月

10
、
11
日
に
行
い
ま
し
た
。
長
岡
勇

二
副
町
長
が
今
年
度
１
０
０
歳
以
上

に
な
る
高
齢
者
の
も
と
を
訪
問
し
、

花
束
を
贈
呈
。
１
０
０
歳
を
迎
え
る

か
た
に
は
、
内
閣
総
理
大
臣
か
ら
の

表
彰
状
も
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　
松
下
ミ
ツ
子
さ
ん（
田
尻
）は「
支

え
て
く
れ
る
皆
さ
ん
に
感
謝
。
一
日

で
も
健
康
で
い
ら
れ
る
よ
う
に
自
炊

や
体
を
動
か
す
こ
と
を
心
掛
け
て
い

る
」
と
朗
ら
か
に
応
え
ま
し
た
。

※
今
年
度
１
０
０
歳
を
迎
え
る
か
た

を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

濵島ミチエさん（写真左）中尾和子さん（同右）濵島ミチエさん（写真左）中尾和子さん（同右）

松下ミツ子さん松下ミツ子さん

本田スエ子さん本田スエ子さん



広報ながしま  2026年10月号  ｜  ４

バ
レ
イ
シ
ョ
輸
入
の
対
応
を
県
議
会
へ
要
望

　

９
月
15
日
、
長
岡
副
町
長
が
県

内
の
主
要
な
バ
レ
イ
シ
ョ
産
地
10

町
を
代
表
し
て
、
鹿
児
島
県
議
会

に
対
し
生
食
用
バ
レ
イ
シ
ョ
の
輸

入
解
禁
に
関
す
る
緊
急
要
望
書
を

提
出
し
ま
し
た
。　

　

こ
の
中
で
、
産
地
の
立
場
を
守

る
た
め
、
国
が
進
め
る
生
食
用
バ

レ
イ
シ
ョ
の
輸
入
解
禁
に
つ
い
て

慎
重
に
対
応
す
る
よ
う
、
県
議
会

か
ら
も
国
に
対
し
て
求
め
て
い
た

だ
く
こ
と
を
要
望
。
日
高
滋
県
議

会
議
長
は
、「
県
議
会
も
地
域
の
実

情
や
要
望
の
重
要
性
を
十
分
認
識

し
て
い
る
。
国
へ
の
働
き
か
け
も

含
め
、
要
望
事
項
の
実
現
に
向
け

て
一
緒
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た

い
」
と
要
望
に
対
す
る
理
解
と
協

力
姿
勢
を
示
し
ま
し
た
。

　
現
在
、
米
国
産
バ
レ
イ
シ
ョ
は
、

加
工
用
に
限
り
輸
入
が
認
め
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
国
で
は
生
食
用
を

含
め
た
輸
入
に
つ
い
て
具
体
的
な

協
議
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

輸
入
が
解
禁
さ
れ
た
場
合
、
ジ

ャ
ガ
イ
モ
シ
ス
ト
セ
ン
チ
ュ
ウ
な

ど
の
病
害
虫
の
侵
入
リ
ス
ク
の
高

ま
り
や
価
格
の
下
落
お
よ
び
不
安

定
化
な
ど
、
本
町
を
は
じ
め
と
す

る
バ
レ
イ
シ
ョ
産
地
の
農
業
経
営

へ
大
き
な
影
響
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

要望書を受け取る日高議長（右から２人目）要望書を受け取る日高議長（右から２人目）

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
登
録
の
お
願
い

　

町
の
情
報
を
発
信
し
て
い
る
町

公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
登
録
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
は
、
町
の
情

報
や
イ
ベ
ン
ト
、
防
災
情
報
な
ど

を
配
信
し
て
い
ま
す
。

〇
登
録
す
る
と
こ
ん
な
メ
リ
ッ
ト

☑
町
の
情
報
を
ス
マ
ホ
で
手
軽
に

入
手
で
き
ま
す
。

☑
町
外
で
も
災
害
・
緊
急
情
報
を

確
認
で
き
ま
す
。

☑
イ
ベ
ン
ト
情
報
な
ど
も
配
信
し

て
い
ま
す
。

\ 町民の４人に１人が登録中 /

友だち追加はこちらから

問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
総
務
課
秘
書
広
報
係　

　
☎（
86
）１
１
１
１［
直
通
］

町
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を

友
だ
ち
追
加
し
ま
せ
ん
か
？



５ ｜  広報ながしま  2026年10月号

「
二
十
歳
の
集
い
」
を
開
催
し
ま
す

　

町
で
は
、
人
生
の
節
目
を
迎
え

る
二
十
歳
の
門
出
を
祝
い
、
今
後

の
飛
躍
を
祈
願
し
て
、
令
和
８
年

度
「
二
十
歳
の
集
い
」
を
開
催
し

ま
す
。

〇
開
催
日

　
令
和
９
年
１
月
４
日
（
月
）

〇
時
間

・
受
付
開
始
時
間　
午
後
１
時

・
開
式　
午
後
１
時
30
分

〇
場
所　

　
町
文
化
ホ
ー
ル
（
予
定
）

※
地
震
な
ど
に
よ
り
被
害
が
あ
っ

た
場
合
は
、
会
場
が
変
更
と
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
の
際

は
、
確
定
次
第
、
対
象
者
お
よ
び

来
賓
の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

〇
対
象
者

　

平
成
18
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

19
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
か
た
で
町

内
の
小
・
中
学
校
を
卒
業
し
、
長
島

町
の
「
二
十
歳
の
集
い
」
へ
の
参
加

を
希
望
す
る
か
た

昨年の二十歳の集いの様子昨年の二十歳の集いの様子

問い合わせ先
町教育委員会社会教育課　
☎ （88）6500 ［直通］

長
島
町
防
災
講
習
会

　
令
和
８
年
熊
本
地
震
で
は
、こ
れ

ま
で
に
な
い
強
い
揺
れ
を
感
じ
ま

し
た
。

　

近
隣
の
熊
本
県
で
は
大
き
な
被

害
が
発
生
し
、い
ま
な
お
避
難
生
活

を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
か
た
も

い
ま
す
。

　
災
害
か
ら
尊
い
命
を
守
る
た
め
、

長
島
町
で
は
、町
民
の
皆
さ
ん
を
対

象
に
防
災
講
習
会
を
次
の
と
お
り

開
催
し
ま
す
。

　
災
害（
被
害
想
定
、避
難
の
方
法
、

備
え
な
ど
）を「
知
る
」こ
と
が
命
を

守
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
総
務
課
危
機
管
理
係　

　
☎（
86
）１
１
１
１［
直
通
］

　
阿
久
根
地
区
消
防
組
合

　
東
分
遣
所　

　
☎（
86
）０
１
１
９［
直
通
］

　
長
島
分
遣
所 

　
☎（
88
）５
３
３
３［
直
通
］

【
講
習
会
の
内
容
】　

〇
町
総
務
課
危
機
管
理
係
の
講
話

・
長
島
町
で
発
生
す
る
災
害
の
特
徴
と
災
害
へ
の
備
え

・
熊
本
地
震
の
概
要
、
熊
本
地
震
に
よ
る
長
島
町
の
被
害
想
定

〇
鹿
児
島
県
専
門
防
災
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
講
話

・
講
師　

　
避
難
専
門　
【
堀
之
内
広
子 

氏
】

・
災
害
か
ら
の
避
難
、
地
域
に
よ

る
避
難
支
援

・
避
難
所
の
運
営
と
避
難
所
で
の

生
活

・
そ
の
他　

開催日
11月15日（日）

〇
場
所
・
時
間

・
町
文
化
ホ
ー
ル

　
午
前
９
時
～

・
獅
子
島
ア
イ
ラ
ン
ド
セ
ン
タ
ー

　
午
前
10
時
30
分
か
ら
堀
之
内

講
師
の
講
演
を
町
総
合
町
民
体

育
館
と
同
時
中
継
し
ま
す
。

※
Ｗ
Ｅ
Ｂ
講
座
の
み



一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
15
議
案
を
可
決

　

令
和
８
年
第
３
回
長
島
町
議
会

定
例
会
が
９
月
３
日
か
ら
25
日
ま

で
の
23
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま

し
た
。

　

定
例
会
で
は
、
令
和
８
年
度
長

島
町
防
災
行
政
無
線
（
同
報
系
）

再
整
備
工
事
請
負
契
約
の
締
結
や

電
源
立
地
交
付
金
サ
ン
セ
ッ
ト
の

丘
大
型
遊
具
整
備
工
事
Ｒ
８
請
負

契
約
の
締
結
な
ど
、
13
議
案
と
追

加
議
案
２
議
案
を
可
決
。
令
和
７

年
度
決
算
に
基
づ
く
健
全
化
判
断

比
率
お
よ
び
資
金
不
足
比
率
を
報

告
し
、
令
和
７
年
度
長
島
町
決
算

12
件
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
城
川
内
小
学
校
の

早
期
建
替
え
お
よ
び
長
寿
命
化
に

よ
る
改
修
に
関
す
る
陳
情
書
が
採

択
さ
れ
、
人
権
擁
護
委
員
の
候
補

者
と
し
て
竹
之
内
逸
郎
氏
が
適
任

者
と
し
て
答
申
さ
れ
ま
し
た
。　

　

令
和
８
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
２
号
）
に
つ
い
て
は
、
議

員
提
出
に
よ
る
修
正
案
が
賛
成
７

票
、
反
対
６
票
で
可
決
さ
れ
、
中

学
校
再
編
整
備
事
業
に
係
る
補
正

予
算
５
４
３
２
万
円
が
削
除
さ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
総
額
は

１
２
１
億
７
０
４
万
６
千
円
と
な

り
ま
し
た
。

　

議
員
発
議
に
よ
る
「
発
議
第
３

号
長
島
町
立
学
校
設
置
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
を
廃
止
す
る

条
例
」
に
つ
い
て
も
賛
成
７
票
、

反
対
６
票
で
可
決
。
こ
の
議
決
を

受
け
、
町
お
よ
び
教
育
委
員
会
で

は
、
中
学
校
再
編
に
関
す
る
今
後

の
対
応
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
て

い
き
ま
す
。

　

川
添
健
町
長
は
こ
の
議
決
に
対

し
て
今
回
は
再
議
を
求
め
ま
せ
ん

で
し
た
。

※
再
議
と
は
、
地
方
自
治
に
お
い

て
首
長
が
議
会
の
議
決
に
対
し
て

異
議
が
あ
る
場
合
に
、
理
由
を
示

し
て
議
会
に
審
議
の
や
り
直
し
を

求
め
る
制
度
で
す
。

広報ながしま  2026年10月号  ｜  ６

　　　　　　　　　　　　       　　　　令和８年度 9 月補正（主な事業）　　     　　　　　　   （単位：千円）

議会事務局 半導体価格高騰に伴うタブレット端末等に係る増額補正 1,815

総務課（消防防災）
非常備消防一般経費（消防団防寒衣購入） 1,411

災害対策費（災害時復旧重機借上） 1,000

企画財政課

財産管理一般経費（資材置場等確保） 1,400

減債基金積立金 60,000

離島振興一般経費（幣串～水俣航路欠損補助） 16,396

総務管理施設単独災害復旧費 2,167

福祉事務所 身体障害者福祉一般経費（システム改修） 2,141

国保診療施設特別会計 鷹巣診療所医科医業費 5,183

水産景観課

水産振興一般経費（海上海藻生産試験・赤潮対策） 58,719

赤潮被害復興支援事業 50,000

漁港施設単独災害復旧費 2,215

商工観光施設災害復旧費 1,101

耕地林務課

かごしまの農業未来創造支援事業 13,300

農地災害復旧費 17,800

農業用施設単独災害復旧費 1,740

農地単独災害復旧費 4,870

建設課
道路単独災害復旧費 3,682

港湾単独災害復旧費 4,011

社会教育課 社会教育施設単独災害復旧費 11,000



７ ｜  広報ながしま  2026年10月号

　
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化

に
関
す
る
法
律
（
財
政
健
全
化
法
）

で
は
、
毎
年
度
、
前
年
度
の
決
算
を

議
会
に
提
出
し
た
後
、
健
全
化
判
断

比
率
（
実
質
赤
字
比
率
、
連
結
実
質

赤
字
比
率
、
実
質
公
債
費
比
率
、
将

来
負
担
比
率
）
と
公
営
企
業
会
計
の

資
金
不
足
比
率
を
公
表
す
る
こ
と
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
令
和
７
年
度
決
算
に
基
づ
く
長
島

町
の
状
況
は
次
の
と
お
り
で
す
。

※
財
政
指
標
と
は

　
決
算
数
値
か
ら
自
治
体
の
財
政
状

況
を
測
る
「
も
の
さ
し
」
の
よ
う
な

も
の
で
す
。
財
政
状
況
を
ど
の
よ
う

な
観
点
に
立
っ
て
測
る
か
に
よ
っ

て
、さ
ま
ざ
ま
な
指
標
が
あ
り
ま
す
。

長島町の令和７年度決算に基づく指標

健全化判断比率 令和７年度指標
令和６年度（参

考）
早期健全化基準 財政再生基準

実質赤字比率 ー※ ー※ 14.32％ 20.0％

連結実質赤字比率 ー※ ー※ 19.32％ 30.0％

実質公債費比率 10.5％ 9.9％ 25.00％ 35.0％

将来負担比率 ー※ ー※ 350.0％

※
「
実
質
赤
字
比
率
」
お
よ
び
「
連
結
実
質
赤
字
比
率
」
で

指
標
（
％
）
の
表
記
が
な
い
（『
ー
』
で
表
記
し
て
い
る
）

も
の
は
、
実
質
赤
字
額
お
よ
び
連
結
実
質
赤
字
額
が
な
い
こ

と
を
表
し
て
い
ま
す
。

令
和
７
年
度

財
政
指
標
を
公
表
【
実
質
赤
字
比
率
】

　
各
年
度
の
経
営
状
況
を
示
す
指
標
で
、
一
般
会
計
な
ど
の

実
質
的
な
赤
字
額
が
、
標
準
的
な
状
態
で
収
入
が
見
込
ま
れ

る
自
治
体
の
一
般
財
源
の
規
模
（
標
準
財
政
規
模
）
に
占
め

る
比
率
を
表
し
ま
す
。

　
実
質
赤
字
比
率
は
算
定
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

【
連
結
実
質
赤
字
比
率
】

　
実
質
赤
字
比
率
が
一
般
会
計
な
ど
の
実
質
的
な
赤
字
額
で

あ
る
の
に
対
し
、
こ
ち
ら
は
自
治
体
の
全
て
の
会
計
を
通
し

て
の
赤
字
額
が
、
標
準
財
政
規
模
に
占
め
る
比
率
を
表
し
て

い
ま
す
。

　
連
結
実
質
赤
字
比
率
は
算
定
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

〇
各
指
標
の
基
準

　

各
指
標
の
基
準
を
サ
ッ
カ
ー

に
例
え
る
と
、
イ
エ
ロ
ー
カ
ー

ド
に
相
当
す
る
の
が
「
早
期
健

全
化
基
準
」
お
よ
び
「
経
営
健

全
化
基
準
」。
レ
ッ
ド
カ
ー
ド
に

相
当
す
る
の
が
「
財
政
再
生
基

準
」
で
す
。
４
つ
の
健
全
化
判

断
比
率
の
う
ち
、
い
ず
れ
か
１

つ
で
も
「
早
期
健
全
化
基
準
」

以
上
と
な
る
と
「
早
期
健
全
化

団
体
」
と
な
り
、「
財
政
健
全
化

計
画
」
を
策
定
し
、
自
主
的
な

改
善
努
力
に
よ
る
財
政
の
早
期

健
全
化
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
同
様
に
「
財
政

再
生
基
準
」
以
上
に
な
る
と
「
財

政
再
生
団
体
」
と
な
り
、「
財
政

再
生
計
画
」
を
策
定
し
、
国
、

県
の
強
力
な
関
与
の
下
で
確
実

な
財
政
の
再
生
を
実
行
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
資
金
不
足
比
率
が
「
経

営
健
全
化
基
準
」
以
上
に
な
る

と「
経
営
健
全
化
団
体
」と
な
り
、

「
経
営
健
全
化
計
画
」
を
策
定
し
、

公
営
企
業
の
経
営
健
全
化
に
取

り
組
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

【
資
金
不
足
比
率
】

　
簡
易
水
道
や
下
水
道
事
業
な
ど
の
公
営
企
業
ご
と
の
各
年

度
の
経
営
状
況
を
示
す
指
標
で
、
各
公
営
企
業
の
資
金
の
不

足
額
が
各
企
業
の
事
業
の
規
模
（
料
金
収
入
の
規
模
）
に
占

め
る
比
率
を
表
し
、経
営
健
全
化
基
準
は
20
％
と
な
り
ま
す
。

　
公
営
企
業
の
資
金
不
足
が
生
じ
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
資

金
不
足
比
率
は
算
定
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

【
将
来
負
担
比
率
】

　
自
治
体
が
将
来
に
支
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
財
政
負
担

が
、
標
準
財
政
規
模
の
何
倍
に
あ
た
る
か
を
示
す
指
標
で
、

早
期
健
全
化
基
準
は
３
５
０
％
と
な
り
ま
す
。

　
将
来
負
担
比
率
は
算
定
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

【
実
質
公
債
費
比
率
】

　
自
治
体
の
公
債
費
に
よ
る
財
政
負
担
の
度
合
い
を
判
断
す

る
指
標
で
、３
カ
年
の
平
均
で
示
さ
れ
ま
す
。
公
債
費
と
は
、

自
治
体
が
発
行
し
た
町
債
の
元
本
の
返
済
や
利
息
の
支
払
い

な
ど
に
要
す
る
経
費
で
す
。

　
実
質
公
債
費
比
率
は
10
・
５
％
と
な
り
、
早
期
健
全
化
基

準
25
％
を
下
回
っ
て
い
ま
す
。

【
健
全
化
判
断
比
率
】

問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
企
画
財
政
課
財
政
係　

　
☎（
86
）１
１
３
４［
直
通
］



９　｜  広報ながしま  2026年10月号 広報ながしま  2026年10月号  ｜ 　８

〇
行
政
用
語
の
解
説

●
歳
入
［
グ
ラ
フ
１
］

■
地
方
交
付
税

　
国
か
ら
一
定
の
基
準
に
よ
り
交

付
さ
れ
る
お
金

■
町
税

　

町
民
税
、
固
定
資
産
税
な
ど
町

民
の
皆
さ
ん
が
納
め
る
税
金

■
繰
越
金

　
前
年
度
か
ら
本
年
度
へ
持
ち
越

し
た
お
金

■
繰
入
金

　
町
の
基
金
な
ど
か
ら
繰
り
入
れ

た
お
金

■
国
庫
・
県
支
出
金

　

各
種
事
業
に
対
す
る
国
・
県
か

ら
交
付
さ
れ
る
補
助
金

■
町
債

　
町
が
借
り
入
れ
た
お
金

●
歳
出
（
性
質
別
）［
グ
ラ
フ
２
］

■
人
件
費

　

町
職
員
の
給
与
や
退
職
金
、
議

員
や
委
員
の
報
酬
な
ど
の
経
費

■
扶
助
費

　

児
童
・
高
齢
者
・
生
活
困
窮
者

な
ど
を
援
助
す
る
た
め
の
経
費

■
公
債
費

　
事
業
を
行
う
た
め
に
借
り
入
れ

た
お
金
の
償
還
金

■
補
助
費
等

　
各
種
団
体
に
対
す
る
助
成
金
や

一
部
事
務
組
合
へ
の
負
担
金
な
ど

の
経
費

■
繰
出
金

　
他
会
計
に
支
出
す
る
経
費

■
普
通
建
設
事
業
費

　

道
路
、
橋
り
ょ
う
、
港
湾
、
公

営
住
宅
な
ど
の
建
設
事
業
に
要
す

る
経
費

●
歳
出
（
目
的
別
）［
グ
ラ
フ
３
］

■
総
務
費

　

全
般
的
な
管
理
事
務
、
企
画
調

整
事
務
、
財
政
事
務
、
選
挙
事
務

な
ど
の
経
費

■
民
生
費

　
社
会
福
祉
、
身
体
障
害
者
、
高
齢

者
福
祉
、
児
童
福
祉
な
ど
の
経
費

■
衛
生
費

　

保
健
事
業
、
感
染
症
予
防
、
廃

棄
物
処
理
な
ど
の
経
費

■
農
林
水
産
業
費

　
農
・
林
・
漁
業
振
興
対
策
の
経
費

■
土
木
費

　
道
路
、橋
り
ょ
う
、河
川
、港
湾
、

公
営
住
宅
な
ど
の
経
費

■
消
防
費

　

消
火
、
防
災
防
除
、
災
害
時
被

害
軽
減
な
ど
の
経
費

■
教
育
費

　

教
育
委
員
会
、
小
・
中
学
校
、

社
会
教
育
な
ど
の
経
費

 
町
の
家
計
簿
を
公
表　
～
令
和
７
年
度
決
算
報
告
～

　
町
民
の
皆
さ
ん
が
納
め
る
税
金
や
国
・
県
か
ら
の
補

助
金
は
、
私
た
ち
の
生
活
を
よ
り
良
く
す
る
た
め
に
さ

ま
ざ
ま
な
形
で
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
ど
れ
く
ら

い
納
め
ら
れ
、
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
か
を
知
っ

て
い
た
だ
く
た
め
に
令
和
７
年
度
決
算
を
報
告
し
ま
す
。

歳入
133 億

3241 万５千円

〇
自
主
財
源
は
24
・
３
％

　
町
の
財
源
に
は
、
町
税
な
ど
の
自
分

た
ち
で
収
支
を
得
る
「
自
主
財
源
」
と

地
方
交
付
税
な
ど
の
よ
う
に
国
や
県

な
ど
か
ら
交
付
さ
れ
る
「
依
存
財
源
」

の
２
種
類
が
あ
り
ま
す
。

町税　7.1％
9 億 4502 万 9 千円

繰越金　4.5％
6 億 525 万 6 千円

分担金および負担金　1.1％
1 億 4367 万 5 千円

　　　　　　　　　　自 主 財 源

自 主 財 源

　
　

　
　依

  存  財  源

依
  存  財  源

自主財源　その他　11.6％
15 億 4143 万 2 千円　（その他内訳）

地方交付税　40.2％
53 億 5606 万 6 千円

国庫支出金　13.1％
17 億 4737 万 2 千円

県支出金　9.6％県支出金　9.6％
12 億 7612 万 9 千円12 億 7612 万 9 千円

町債　10.0％
13 億 3620 万円

依存財源　その他　2.9％
3 億 8125 万 6 千円　（その他内訳）歳出

（性質別）
124 億

8026 万１千円

　　　　　　　　　　義 務
 的

 経
 費

義 務
 的

 経
 費

　

　

　

　投 資 的 経 費
投 資 的 経 費

　　
　

　
　

　　
　

　
　

そ
 の

 他
 経

 費
そ

 の
 他

 経
 費

議 会 費　0.8%　　

9851 万 5 千円
総務費　15.7%

19 億 6295 万９千円

民生費　22.8%

28 億 3985 万 5 千円

衛生費　6.5%　衛生費　6.5%　

8 億 628 万円8 億 628 万円
農林水産業費　11.3%農林水産業費　11.3%

14 億 881 万 7 千円14 億 881 万 7 千円

商工費　4.3%

5 億 3904 万 2 千円

土木費　13.3%

16 億 5799 万 3 千円

消防費　2.7%　　

3 億 3805 万 8 千円

教育費　6.9%　　

8 億 6271 万 6 千円

災害復旧費　0.6%

7270 万 3 千円

公債費　15.2%　　

18 億 9332 万 3 千円

人件費　14.0％

17 億 4472 万 4 千円

扶助費　14.4％％

17 億 9605 万 9 千円17 億 9605 万 9 千円

維持補修費　0.4％

5313 万２千円

積立金　2.4％

3 億 152 万 5 千円

繰出金　6.0％

7 億 4637 万６千円

補助費等　10.9％補助費等　10.9％

13 億 5584 万４千円13 億 5584 万４千円

物件費　13.5％物件費　13.5％

16 億 8559 万 9 千円16 億 8559 万 9 千円

災害復旧費　0.6％

7270 万３千円

普通建設事業　22.7 ％

28 億 3097 万 6 千円

公債費　15.2％

18 億 9332 万３千円

歳出
（目的別）
124 億

8026 万１千円

歳出（目的別）
［グラフ３］

歳入
［グラフ１］

歳出（性質別）
［グラフ２］

〇
普
通
会
計
決
算
の
概
要
（
１
）　

　
令
和
７
年
度
は
、「
長
島
町
第
２

次
総
合
振
興
計
画
」
後
期
計
画
の
４

年
目
で
あ
り
、
町
道
や
漁
港
・
港
湾

な
ど
社
会
資
本
施
設
の
整
備
の
ほ

か
、
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
を
活
用

し
た
物
価
高
騰
対
策
支
援
事
業
を

積
極
的
に
実
施
し
、
３
年
連
続
で
歳

入
決
算
額
が
１
３
０
億
円
を
、
歳
出

決
算
額
が
１
２
０
億
円
を
そ
れ
ぞ

れ
超
え
る
決
算
と
な
り
ま
し
た
。

　

決
算
収
支
の
状
況
は
、
歳
入
総

額
１
３
３
億
３
２
４
１
万
５
千
円
、

歳
出
総
額
１
２
４
億
８
０
２
６
万 

１
千
円
、
歳
入
歳
出
差
引
額
は

８
億
５
２
１
５
万
４
千
円
で
、
実
質

単
年
度
収
支
は
３
億
７
万
８
千
円

の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

　
歳
出
で
は
、
総
合
運
動
公
園
整
備
事

業
５
億
９
１
８
４
万
円
の
ほ
か
町
道

整
備
交
付
金
事
業
２
億
５
８
９
３
万

円
や
水
産
業
競
争
力
強
化
緊
急
施
設

整
備
事
業
２
億
２
７
５
５
万
円
な

ど
を
実
施
し
、
投
資
的
経
費
は
29 

億
３
６
７
万
９
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

〇
普
通
会
計
決
算
の
概
要
（
２
）

　

積
立
金
は
、
夢
追
い
獅
子
島
架
橋

基
金
１
億
３
７
５
４
万
２
千
円
、
ぶ

り
奨
学
金
基
金
３
５
５
７
万
９
千

円
な
ど
を
積
立
て
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
が
、
夢
追
い
ふ
る
さ
と
長

島
景
観
基
金
１
億
５
５
０
０
万
円
、

ま
ち
づ
く
り
基
金
３
千
万
円
な
ど

を
取
り
崩
し
た
た
め
、
基
金
残
高
は

65
億
７
８
６
５
万
５
千
円
で
前
年

度
比
５
２
９
５
万
３
千
円
の
減
額

と
な
り
ま
し
た
。

地方譲与税 8984 万円
利子割交付金 162 万 4 千円
配当割交付金 436 万 4 千円
株式等譲渡所得割交付金 734 万 3 千円
地方消費税交付金 2 億 5533 万 1 千円
環境性能割交付金 475 万 9 千円
法人事業税交付金 1251 万 2 千円
地方特例交付金 465 万 4 千円
交通安全対策特別交付金 82 万 9 千円

使用料及び手数料 5327 万 4 千円
財産収入 4752 万 7 千円
寄附金 6 億 2273 万 8 千円
繰入金 2 億 7834 万 5 千円
諸収入 5 億 3954 万 8 千円
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問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
農
政
課
農
政
係

　
☎
（
86
）
１
１
３
６
［
直
通
］

　
電
気
柵
を
設
置
す
る
際
は
、
設
置
基

準
を
守
り
、週
に
１
度
は
点
検
を
行
い
、

安
全
管
理
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

注意喚起の記載例注意喚起の記載例

　電気柵の設置例（イノシシ対策の場合）

電牧器

アースは１㍍間隔

50
㌢
以
上
の
高
さ
に
設
置

危険表示板

20
～
30
㌢

20
㌢

●

●

上
下
結
線
は

50
㍍
間
隔

電
気
柵
の
正
し
い
　
　
　
　
　

　
　
　
設
置
方
法

【
効
果
的
な
設
置
の
ポ
イ
ン
ト
】

・
動
物
の
口
や
鼻
な
ど
に
触
れ
る
高

さ
に
電
柵
線
を
設
置
（
イ
ノ
シ
シ
の

場
合
は
地
面
か
ら
約
20
㌢
の
高
さ
）

・
ア
ー
ス
は
地
面
に
深
く
垂
直
に
埋

設
し
、
１
㍍
間
隔
で
設
置

・
上
下
結
線
は
50
㍍
間
隔
で
接
続

・
電
柵
線
は
草
木
に
触
れ
な
い
よ
う

に
設
置

・
定
期
的
に
周
辺
を
除
草

・
使
用
し
な
い
時
期
は
電
柵
線
を
撤
去

〇
安
全
管
理

　
平
成
27
年
に
静
岡
県
で
電
気
柵
に
よ
る
感
電
死
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

事
故
を
防
ぐ
た
め
に
安
全
管
理
を
徹
底
し
、
次
の
こ
と
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

・
不
法
改
造
を
し
な
い

・
民
家
付
近
に
設
置
し
な
い

・
子
ど
も
を
近
づ
か
せ
な
い

・
公
道
沿
い
に
設
置
し
な
い

〇
設
置
基
準

　
電
気
柵
は
電
気
事
業
法
で
設
置
方
法
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
満
た
す
べ
き

主
な
基
準
は
次
の
と
お
り
で
す
。
必
ず
基
準
を
守
っ
て
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

①
危
険
で
あ
る
旨
の
掲
示

②
電
気
柵
用
電
源
装
置
を
使
用

③
漏
電
遮
断
器
を
設
置

④
開
閉
器
（
ス
イ
ッ
チ
）
を
設
置

長
島
町
総
合
文
化
祭
を
開
催

　

令
和
８
年
度
の
長
島
町
総
合
文

化
祭
を
開
催
し
ま
す
。

　
舞
台
発
表
や
絵
画
・
書
道
な
ど
の

作
品
展
示
を
予
定
し
て
い
ま
す
の

で
、ぜ
ひ
来
場
く
だ
さ
い
。

〇
日
時

・
10
月
31
日（
土
）

　
展
示　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
８
時

・
11
月
１
日（
日
）

　
展
示　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
３
時

　
舞
台　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時

〇
場
所

　
町
文
化
ホ
ー
ル

　
町
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
体
育
館

問
い
合
わ
せ
先

　
町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課　
　

　
☎（
88
）６
５
０
０［
直
通
］

昨年の文化祭の様子昨年の文化祭の様子
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問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
農
政
課
農
政
係　
　

　
☎（
86
）１
１
３
６［
直
通
］

廃
残
農
薬
類
を
回
収
し
ま
す

回収日 時間 回収場所

11 月１２日（木）

午前９時～ 10 時 JA 東事業所馬鈴薯選果場

午前 10 時 30 分～ 11 時 30 分 JA 長島事業所馬鈴薯選果場

　
出
水
地
域
農
業
用
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

類
適
正
処
理
推
進
協
議
会
で
は
、廃

残
農
薬
類
の
回
収
を
実
施
し
ま
す
。

〇
日
時
・
場
所

　
下
表
の
と
お
り
。

※
時
間
厳
守
で
お
願
い
し
ま
す
。

〇
回
収
処
理
料
金
目
安

　

3
0
0
円
～
２
万
２
千
円
／
㌔

※
料
金
は
種
類
に
よ
り
異
な
り
ま

す
。

 

〇
注
意
事
項

・
回
収
処
理
料
金
は
、当
日
現
金
で

お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

・
容
器
類
は
、洗
浄
せ
ず
ラ
ベ
ル
を

付
け
た
ま
ま
回
収
で
き
ま
す
。

・
回
収
場
所
へ
運
搬
す
る
際
は
、廃

液
な
ど
の
取
り
扱
い
に
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

予
防
接
種
費
用
を

      

助
成
し
ま
す

　
町
で
は
、高
齢
者
と
18
歳
以
下
の

子
ど
も
を
対
象
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

と
新
型
コ
ロ
ナ
の
予
防
接
種
費
用
を

助
成
し
ま
す
。

　
令
和
８
年
度
は
、助
成
額
に
変
更

が
あ
り
ま
す
。
接
種
希
望
者
は
必
ず

事
前
に
か
か
り
つ
け
の
医
療
機
関
へ

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
※
）協
力
医
療
機
関
は
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
確
認
く
だ
さ
い
。
次
の
二

次
元
コ
ー
ド
か
ら
閲
覧
で
き
ま
す
。　

・
進
学
な
ど
で
、町
外
へ
転
出
し
て

い
る
か
た
は
対
象
外
で
す
。
お
住
ま

い
の
市
町
村
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。問

い
合
わ
せ
先

　
役
場
町
民
保
健
課
保
健
予
防
係　
　

　
☎（
86
）１
１
５
７［
直
通
］

インフルエンザ 新型コロナ
子ども 高齢者 高齢者

助成対象者 生後６か月以上 18 歳以
下のかた

65 歳以上のかた
60 歳以上 65 歳未満で、心臓、腎臓、呼吸器の病気で
日常生活が極度に制限される程度の障害があるかた。
または、ヒト免疫不全ウイルスによる免疫機能に障が
いを有するかた。

接種期間 令和８年 12 月 31 日まで 令和９年 3 月 31 日まで
通知・予診票について なし 役場から郵送

接種費用など

町内および出
水地区内の医
療機関の場合 
※

医療機関の窓口で助成額
（3,000 円）を差し引い
た額をお支払いください。

（生活保護受給者は無料）

1,400 円
（生活保護受給者は無料）

4,500 円
（生活保護受給者は無料）

上記以外の医
療機関の場合
※

医療機関窓口で全額支払
い後、領収書および接種
を証明できるものと印鑑
を持参し町へ請求して
ください。（助成上限額
3,000 円）

県内の協力医療機関の場
合：窓口で助成額（2,600
円）を差し引いた額をお
支払いください。
※上記以外の場合にはご
相談ください。

県 内 外 の 協 力 医 療 機 関
の 場 合： 窓 口 で 助 成 額

（10,700 円）を差し引い
た額をお支払いください。
※上記以外の場合にはご
相談ください。



①はなよりだんご　②ひょうたんからこま
③みずにあぶら　④やけいしにみず　⑤るいはともをよぶ

答え
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歯
の
表
彰
者
を
募
集
し
ま
す

　

令
和
８
年
度
歯
の
表
彰
の
対
象

者（
過
去
に
町
の
歯
の
表
彰
を
受
け

て
い
な
い
人
）を
募
集
し
ま
す
。（
自

薦
・
他
薦
は
問
い
ま
せ
ん
）　

〇
対
象
者

①
今
年
度
中
に
70
歳（
昭
和
31
年
４

月
１
日
～
昭
和
32
年
３
月
31
日
生
ま

れ
）に
な
り
自
分
の
歯
が
24
本
以
上

あ
る
か
た

②
今
年
度
中
に
80
歳（
昭
和
21
年
４

月
１
日
～
昭
和
22
年
３
月
31
日
生
ま

れ
）に
な
り
自
分
の
歯
が
20
本
以
上

あ
る
か
た

③
70
歳
以
上
で
①
・
②
の
表
彰
を

受
け
て
い
な
い
か
た

※
①
～
③
に
つ
い
て
本
人
ま
た
は
家

族
が
該
当
す
る
場
合
は
、10
月
30
日

（
金
）ま
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
町
民
保
健
課
保
健
予
防
係　
　

　
☎（
86
）１
１
５
７［
直
通
］

〇
表
彰
条
件
の
確
認

・
今
年
度
の
歯
周
病
検
診
受
診
済
み

の
か
た
は
受
診
結
果
で
確
認
し
ま

す
。
歯
周
病
検
診
を
受
け
て
い
な
い

か
た
は
こ
の
機
会
に
受
診
し
ま
し
ょ

う
。

・
１
年
以
内
に
歯
科
受
診
を
し
て
い

な
い
か
た
は
、改
め
て
対
象
と
な
る

か
を
確
認
し
ま
す
。
詳
細
は
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

〇
表
彰
日

　
12
月
６
日（
日
）

〇
募
集
期
限

　
10
月
30
日（
金
）

「
な
が
し
ま
笑
顔
の
ま
ち
づ
く
り
」
の
参
加
者
募
集
　

　
　
　
　
　  

～
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
～

　
町
と
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の
関
心
を
高

め
、
地
域
内
で
の
助
け
合
い
活
動
を

推
進
す
る
た
め
、「
令
和
8
年
度
な

が
し
ま
笑
顔
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
開

催
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　
長
島
町
社
会
福
祉
協
議
会　
　
　
　
　
　

　
☎（
86
）０
１
９
０【
直
通
】

　
Ｆ
Ａ
Ｘ （
86
）０
９
５
１

　
介
護
環
境
課
地
域
包
括
係　
　
　
　
　

　
☎（
86
）１
１
５
３【
直
通
】

　
　
　　ひらがなを並び替えて

ことわざをつくろう。

①	 はなりんよだご
②	 ひたうょかこらんま
③	 みにぶあずら
④	 やいみけしにず
⑤	 るをよはいともぶ

〇
日
時　
11
月
18
日
（
水
）

　
午
後
１
時
30
分
～
４
時

　
（
受
け
付
け
午
後
１
時
～
）

〇
場
所

　
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル

〇
内
容　
防
災
セ
ミ
ナ
ー

　
自
分
や
家
族
・
地
域
を
守
る
た
め
に

【
講
話
】

①
災
害
に
備
え
る　

　
～
減
災
と
地
域
の
支
え
合
い
～

②
災
害
発
生
！

　
そ
の
時
ど
う
行
動
す
る
？

【
体
験
】

　
ダ
ン
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
の
組
み
立
て

【
試
食
】

　
備
蓄
非
常
食
の
試
食　
　
　
　

〇
定
員　
40
人
（
先
着
順
）

〇
参
加
費　
無
料

〇
申
し
込
み
先

　
長
島
町
社
会
福
祉
協
議
会　
　

〇
申
込
締
切

　
11
月
６
日
（
金
）
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川
添
町
長
は
、
健
康
上
の
理

由
に
よ
り
、
９
月
１
日
か
ら
入

院
し
て
療
養
す
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

　
療
養
中
に
お
き
ま
し
て
も
、

町
長
と
し
て
の
職
務
を
継
続

し
、
町
政
運
営
に
つ
い
て
は
、

副
町
長
を
は
じ
め
職
員
と
の
連

携
を
図
り
適
切
に
対
応
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　
医
師
の
指
示
に
よ
り
療
養
に

専
念
す
る
た
め
、
期
間
中
の
面

会
や
お
見
舞
い
等
に
つ
き
ま
し

て
は
ご
辞
退
申
し
上
げ
ま
す
。

　
町
民
の
皆
さ
ま
に
は
ご
心
配

を
お
か
け
い
た
し
ま
す
が
、
ご

理
解
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

さ
つ
・
長
・
湧
水
連
絡
会
議

　
さ
つ
ま
町
、長
島
町
、湧
水
町
で
は
、平
成
26
年
度
に
「
さ
つ・長・湧
水
連
絡
会
議
」

を
発
足
し
、
幅
広
い
分
野
の
共
通
課
題
に
つ
い
て
協
議
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
情
報
連
携
の
一
環
と
し
て
２
町
の
「
イ
ベ
ン
ト
」
を
紹
介
し
ま
す
。

　
さ
つ
ま
町
の
「
秋
の
収
穫
祭
」
と
も
言

　
さ
つ
ま
町
の
「
秋
の
収
穫
祭
」
と
も
言

え
る
秋
の
味
覚
と
魅
力
が
詰
ま
っ
た
一
大

え
る
秋
の
味
覚
と
魅
力
が
詰
ま
っ
た
一
大

イ
ベ
ン
ト
「
さ
つ
ま
町
産
業
祭
＆
Ｊ
Ａ
農

イ
ベ
ン
ト
「
さ
つ
ま
町
産
業
祭
＆
Ｊ
Ａ
農

業
祭
」。
会
場
に
は
、
新
鮮
な
特
産
品
や
グ

業
祭
」。
会
場
に
は
、
新
鮮
な
特
産
品
や
グ

ル
メ
が
並
ぶ
フ
ー
ド
コ
ー
ナ
ー
の
ほ
か
、

ル
メ
が
並
ぶ
フ
ー
ド
コ
ー
ナ
ー
の
ほ
か
、

大
人
気
の
「
鹿
児
島
黒
牛
大
特
価
セ
ー
ル
」

大
人
気
の
「
鹿
児
島
黒
牛
大
特
価
セ
ー
ル
」

や
「
町
内
産
新
米
大
特
売
セ
ー
ル
」
が
登

や
「
町
内
産
新
米
大
特
売
セ
ー
ル
」
が
登

場
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
豪
華
な
ス
ペ
シ
ャ

場
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
豪
華
な
ス
ペ
シ
ャ

ル
ゲ
ス
ト
シ
ョ
ー
な
ど
、
家
族
み
ん
な
で

ル
ゲ
ス
ト
シ
ョ
ー
な
ど
、
家
族
み
ん
な
で

楽
し
め
る
催
し
が
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。

楽
し
め
る
催
し
が
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。

さ
つ
ま
町
の
豊
か
な
自
然
と
お
い
し
い
恵

さ
つ
ま
町
の
豊
か
な
自
然
と
お
い
し
い
恵

み
を
、
ぜ
ひ
会
場
で
体
感
し
て
み
ま
せ
ん

み
を
、
ぜ
ひ
会
場
で
体
感
し
て
み
ま
せ
ん

か
？
か
？

【
開
催
日
時
】

【
開
催
日
時
】

　　
1111
月月
2222
日
（
日
）
９
時
～
午
後
２
時

日
（
日
）
９
時
～
午
後
２
時

【
場
所
】

【
場
所
】　　

　
ア
ク
シ
ー
ズ
フ
ィ
ー
ル
ド
宮
之
城
（
宮

　
ア
ク
シ
ー
ズ
フ
ィ
ー
ル
ド
宮
之
城
（
宮

之
城
運
動
公
園
）
鹿
児
島
県
薩
摩
郡
さ
つ

之
城
運
動
公
園
）
鹿
児
島
県
薩
摩
郡
さ
つ

ま
町
船
木
２
４
６

ま
町
船
木
２
４
６--

１１

　
ア
ク
シ
ー
ズ
ア
リ
ー
ナ
宮
之
城
（
宮
之

　
ア
ク
シ
ー
ズ
ア
リ
ー
ナ
宮
之
城
（
宮
之

城
総
合
体
育
館
）
鹿
児
島
県
薩
摩
郡
さ
つ

城
総
合
体
育
館
）
鹿
児
島
県
薩
摩
郡
さ
つ

ま
町
船
木
３
０
２

ま
町
船
木
３
０
２--

１１

【
問
い
合
わ
せ
先
】

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
さ
つ
ま
町
役
場
農
林
課
農
政
係　

　
さ
つ
ま
町
役
場
農
林
課
農
政
係　

　
☎
０
９
９
６
（

　
☎
０
９
９
６
（
2424
）
８
９
４
２

）
８
９
４
２

さつま町さつま町
【さつま町産業祭＆ＪＡ農業祭】【さつま町産業祭＆ＪＡ農業祭】

　
今
年
の
高
原
フ
ェ
ス
タ
は
、
盛
り
だ
く
さ
ん
の
３
日
間
！

　
今
年
の
高
原
フ
ェ
ス
タ
は
、
盛
り
だ
く
さ
ん
の
３
日
間
！

新
し
く
ビ
ギ
ナ
ー
ク
ラ
ス
の
部
門
が
設
立
さ
れ
た
、
チ
ェ
ン

新
し
く
ビ
ギ
ナ
ー
ク
ラ
ス
の
部
門
が
設
立
さ
れ
た
、
チ
ェ
ン

ソ
ー
ア
ー
ト
全
国
大
会
２
０
２
６
で
は
、
国
内
外
で
活
躍
す

ソ
ー
ア
ー
ト
全
国
大
会
２
０
２
６
で
は
、
国
内
外
で
活
躍
す

る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
参
加
し
、
ド
迫
力
の
ア
ー
ト
パ
フ
ォ
ー

る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
参
加
し
、
ド
迫
力
の
ア
ー
ト
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
を
繰
り
広
げ
ま
す
。
昨
年
に
引
き
続
き
開
催
さ
れ
る

マ
ン
ス
を
繰
り
広
げ
ま
す
。
昨
年
に
引
き
続
き
開
催
さ
れ
る

彫
刻
造
形
展
で
は
、
来
場
者
に
よ
る
投
票
も
行
い
ま
す
。
最

彫
刻
造
形
展
で
は
、
来
場
者
に
よ
る
投
票
も
行
い
ま
す
。
最

終
日
に
は
、
近
く
の
霧
島
ア
ー
ト
の
森
で
も
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ

終
日
に
は
、
近
く
の
霧
島
ア
ー
ト
の
森
で
も
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
栗
野
岳
の
大
自
然
の
中
で
、ア
ー
ト
や
自
然
、

て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
栗
野
岳
の
大
自
然
の
中
で
、ア
ー
ト
や
自
然
、

美
味
し
い
も
の
を
一
緒
に
楽
し
み
ま
し
ょ
う
！

美
味
し
い
も
の
を
一
緒
に
楽
し
み
ま
し
ょ
う
！

【
イ
ベ
ン
ト
名
】

【
イ
ベ
ン
ト
名
】　
湧
水
町
高
原
フ
ェ
ス
タ
２
０
２
６

　
湧
水
町
高
原
フ
ェ
ス
タ
２
０
２
６

【
日
程
】

【
日
程
】

　　
1010
月月
3131
日
（
土
）、

日
（
土
）、1111
月
１
日
（
日
）、

月
１
日
（
日
）、1111
月
３
日
（
火・文
化
の
日
）

月
３
日
（
火・文
化
の
日
）　　

【
場
所
】

【
場
所
】　　

　　

栗
野
岳
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
村
（
姶
良
郡
湧
水
町
木
場
）

栗
野
岳
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
村
（
姶
良
郡
湧
水
町
木
場
）

【【
問
い
合
わ
せ
先
】

問
い
合
わ
せ
先
】　　

　
湧
水
町
役
場　
商
工
観
光
Ｐ
Ｒ
課　
　

　
湧
水
町
役
場　
商
工
観
光
Ｐ
Ｒ
課　
　

　
☎
０
９
９
５
（

　
☎
０
９
９
５
（
7474
）
３
１
１
１

）
３
１
１
１

湧水町湧水町
【湧水町高原フェスタ】【湧水町高原フェスタ】

川
添
町
長
の
療
養
に
つ
い
て

９
月《
長
月
》
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行
政
相
談
所
を
開
設

　
毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
、国
の
仕
事
な
ど
に

つ
い
て
要
望
や
苦
情
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
行
政
相
談
委
員
は
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
関
す

る
相
談
や
行
政
の
仕
組
み
な
ど
に
関
す
る
相

談
を
受
け
付
け
、相
談
者
へ
助
言
や
関
係
機
関

へ
の
橋
渡
し
が
主
な
仕
事
で
す
。

　
相
談
は
無
料
で
、秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

〇
日
程

　
10
月
16
日（
金
）　
【
午
前
９
時
～
正
午
】

〇
場
所

　
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー

〇
行
政
相
談
委
員

・
杉
原
幸
弘
氏（
葛
輪
）

・
立
山
茂
盛
氏（
浦
底
）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
総
務
課
行
政
係

　
☎（
86
）１
１
１
１［
直
通
］

歯
周
病
検
診
を
受
診
し
ま
し
ょ
う

　
令
和
８
年
度
の
歯
周
病
検
診
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

〇
実
施
期
間

　
令
和
８
年
５
月
～
令
和
９
年
３
月

〇
対
象
者

　
20
歳
以
上
の
町
民

　
（
令
和
９
年
3
月
31
日
現
在
）

〇
場
所　

　
町
内
の
歯
科
医
院　

・
児
島
歯
科
医
院

　
☎(

86)

１
２
６
６

・
平
尾
診
療
所（
歯
科
）

　
☎（
88
）３
６
０
０

＊
事
前
に
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

〇
検
診
内
容

　
む
し
歯
の
有
無
・
歯
ぐ
き
の
状
態
の
確
認
・

歯
科
指
導
・
歯
科
相
談

〇
費
用

　
無
料（
年
１
回
ま
で
）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
町
民
保
健
課
保
健
予
防
係　
　

　
☎（
86
）１
１
５
７［
直
通
］

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動

　
11
月
９
日（
月
）か
ら
15
日（
日
）ま
で
の
７

日
間
で
、秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動
が
実
施
さ

れ
ま
す
。

　
こ
の
運
動
は
、火
災
が
発
生
し
や
す
い
時
季

を
迎
え
る
に
あ
た
り
、火
災
予
防
思
想
の
一
層

の
普
及
を
図
る
こ
と
で
、火
災
の
発
生
を
防
止

し
、高
齢
者
を
中
心
と
す
る
死
者
の
発
生
を
減

少
さ
せ
る
と
と
も
に
、財
産
の
損
失
を
防
ぐ
こ

と
を
目
的
と
し
ま
す
。

　
空
気
が
乾
燥
し
、風
の
強
い
日
が
多
く
な
り

ま
す
の
で
、火
の
取
扱
い
に
は
十
分
注
意
し
、

火
災
予
防
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

２
０
２
６
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語 

「
火
の
確
認　
い
い
日
を
支
え
る　
い
い
習
慣
」

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
阿
久
根
地
区
消
防
組
合

　
東
分
遣
所　
　
（
86
）０
１
１
９

　
長
島
分
遣
所　
（
88
）５
３
３
３

水
俣
病
の
手
帳
と
マ
イ
ナ

カ
ー
ド
の
連
携

　
医
療
手
帳
や
被
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
か

た
に
、10
月
以
降
マ
イ
ナ
カ
ー
ド
と
手
帳
の
連

携
に
つ
い
て
、県
か
ら
お
知
ら
せ
を
送
付
し
ま

す
。
手
続
き
を
さ
れ
た
か
た
は
、対
応
し
て
い

る
医
療
機
関
で
マ
イ
ナ
カ
ー
ド
を
使
用
す
る

こ
と
で
同
手
帳
を
提
示
す
る
必
要
が
な
く
な

り
ま
す
。

　
連
携
希
望
者
は
、通
知
を
確
認
し
、必
要
な

手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

〇
手
帳
を
所
有
し
て
い
な
い
か
た

　
昭
和
49
年
12
月
31
日
以
前
に
１
年
以
上
水

俣
湾
ま
た
は
そ
の
周
辺
水
域
の
魚
介
類
を
食

べ
、健
康
に
不
安
を
感
じ
ら
れ
る
か
た
は
、年

に
1
回
健
診
な
ど
を
無
償
で
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
健
診
な
ど
の
希
望
者
は
、事
前
に
登
録
が

必
要
で
す
の
で
、問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て

い
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
県
環
境
林
務
課
環
境
保
健
係

　
☎
０
９
９（
２
８
６
）２
５
８
４

所
得
税
と
復
興
特
別
所
得
税

の
予
定
納
税

　
令
和
８
年
分
の「
所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別

所
得
税
」の
予
定
納
税（
第
２
期
）の
納
期
限

は
、11
月
30
日（
月
）で
す
。
納
期
限
ま
で
に
、

金
融
機
関
ま
た
は
所
管
税
務
署
の
窓
口
で
納

付
し
て
く
だ
さ
い
。

　
「
振
替
納
税
」、「
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
納
付
」も

便
利
で
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
次
の
二
次
元
コ
ー
ド
を
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
国
税
庁
国
税
相
談
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　
☎
０
５
７
０（
00
）５
９
０
１

が
ん
患
者
向
け
の
助
成
事
業

　
が
ん
治
療
中
の
か
た
が
、安
心
し
て
自
分
ら

し
く
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、各
種

費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

〇
助
成
対
象

　
町
内
に
住
所
が
あ
り
、が
ん
と
診
断
さ
れ

た
、次
の
い
ず
れ
か
に
当
て
は
ま
る
か
た

①
治
療
中
ま
た
は
過
去
に
治
療
を
受
け
た
こ

と
が
あ
り
、医
療
用
ウ
ィ
ッ
グ
や
胸
部
補
整
具

な
ど
を
購
入
し
た
こ
と
が
あ
る
か
た

※
た
だ
し
、こ
れ
ま
で
に
同
様
の
助
成
を
受
け

て
い
な
い
か
た

②
40
歳
未
満
で
在
宅
生
活
の
た
め
の
支
援
お

よ
び
介
護
が
必
要
で
治
療
を
目
的
と
し
た
治

療
を
行
わ
な
い
か
た　

　
詳
し
く
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
町
民
保
健
課
保
健
予
防
係

　
☎（
86
）１
１
５
７［
直
通
］

ア
ル
コ
ー
ル
な
ど
の
依
存
症

家
族
支
援
教
室

　
同
じ
悩
み
を
抱
え
る
ご
家
族
同
士
で
語
り

合
い
、対
応
方
法
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

〇
日
時

　
毎
月
第
２
木
曜
日（
祝
日
の
際
は
水
曜
日
） 

　
午
後
２
時
～

〇
内
容　
座
談
会

〇
場
所　
出
水
保
健
所
１
階
相
談
室

〇
対
象

　
ア
ル
コ
ー
ル
や
薬
物
な
ど
の
依
存
症
の
こ

と
で
悩
む
家
族
な
ど

〇
申
し
込
み
先

　
前
日
ま
で
に
出
水
保
健
所
保
健
係
に
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
出
水
保
健
所
保
健
係

　
☎
０
９
９
６（
62
）１
６
３
６

県
最
低
賃
金
が
時
間
額

「
１
０
９
０
円
」に
改
正

　
鹿
児
島
県
最
低
賃
金
は
、令
和
８
年
10
月
25

日
か
ら
時
間
額
１
０
９
０
円
と
な
り
ま
す
。

こ
の
最
低
賃
金
は
、鹿
児
島
県
内
の
事
業
所
で

働
く
全
て
の
労
働
者
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
鹿
児
島
労
働
局
賃
金
室

　
☎
０
９
９（
２
２
３
）８
２
７
８

鹿
児
島
と
文
学
、芸
術
、経
済

　
南
北
６
０
０
㌔
に
広
が
る
鹿
児
島
県
に
は
、

奄
美
大
島
や
屋
久
島
を
は
じ
め
と
し
た
多
く

の
離
島
が
あ
り
、バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
環
境

と
文
化
の
中
で
、多
様
な
生
活
が
息
づ
い
て
い

ま
す
。
今
回
の
講
演
会
で
は
、鹿
児
島
県
立
短

期
大
学
の
三
学
科
―
文
学
科
、生
活
科
学
科
、

商
経
学
科
―
に
所
属
す
る
教
員
が
、そ
れ
ぞ
れ

の
専
門
の
角
度
か
ら
鹿
児
島
の
島
に
つ
い
て

取
り
上
げ
、鹿
児
島
の
歴
史
や
魅
力
、課
題
に

つ
い
て
、多
様
な
視
点
か
ら
考
え
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

〇
日
時

　
11
月
６
日（
金
）、13
日（
金
）、20
日（
金
）

〇
場
所

　
県
立
短
期
大
学
付
属
図
書
館
２
階
視
聴
覚
室

〇
内
容

・
６
日　
島
め
ぐ
る
文
学
か
ら
考
え
る
日
本

の
近
代

・
13
日　
島
か
ら
創
る
芸
術

・
20
日　
島
の
共
同
売
店
と
地
域
商
店　
暮

ら
し
を
支
え
る
経
済
と
つ
な
が
り

〇
定
員

　
70
人（
先
着
順
）

〇
参
加
料

　
無
料

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
県
立
短
期
大
学
附
属
図
書
館

　
☎
０
９
９（
８
０
３
）４
４
７
５

境
界
ト
ラ
ブ
ル
休
日
無
料
相
談
所

　
土
地
の
境
界
に
つ
い
て
の
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
る

か
た
は
、土
地
家
屋
調
査
士
や
弁
護
士
、法
務
局

登
記
官
が
解
決
方
法
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　
相
談
を
希
望
す
る
か
た
は
、事
前
予
約
に
な

り
ま
す
。
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〇
日
時

　
11
月
29
日（
日
）　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

〇
場
所

　
川
内
会
場　

　
鹿
児
島
地
方
法
務
局
川
内
支
局

　
薩
摩
川
内
市
若
葉
町
４
番
24
号

　
川
内
地
方
合
同
庁
舎

〇
予
約
期
限

　
11
月
27
日（
金
）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
県
土
地
家
屋
調
査
士
会
事
務
局

　
☎
０
９
９（
２
０
３
）０
１
６
０

デ
ジ
タ
ル
イ
ン
ボ
イ
ス

　
デ
ジ
タ
ル
イ
ン
ボ
イ
ス
と
は
、請
求
情
報
を

売
り
手
の
シ
ス
テ
ム
か
ら
、買
い
手
の
シ
ス
テ

ム
に
対
し
、人
手
を
介
す
る
こ
と
な
く
直
接

デ
ー
タ
連
携
し
自
動
処
理
さ
れ
る
仕
組
み
の

こ
と
で
す
。

　
全
て
デ
ー
タ
で
や
り
取
り
さ
れ
る
た
め
Ｐ

Ｄ
Ｆ
の
請
求
書
で
必
要
だ
っ
た
処
理
が
不
要

と
な
り
、売
り
手
と
買
い
手
双
方
の
経
理
業
務

の
自
動
化
・
効
率
化
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
デ
ジ
タ
ル
イ
ン
ボ
イ
ス
導
入
を
検
討
の
際

は
次
の
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
導
入
ス
テ
ッ
プ

を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
出
水
税
務
署
総
務
課

　
☎
０
９
９
６（
62
）０
２
０
０［
代
表
］



広報ながしま  2026年10月号 ｜ １６ 

　
９
月
２
日
、
長
島
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
主
催

の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
が
川
床
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
運
動
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
開
会
式
で
、

古
田
一
博
会
長
は
「
無
理
を
せ
ず
に
楽
し
み
な
が

ら
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
」
と
あ
い
さ
つ
。
好
天
の

中
、
参
加
者
は
交
流
を
深
め
な
が
ら
プ
レ
ー
を
楽

し
み
ま
し
た
。大
会
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
優
勝
【
母
良
木
】
準
優
勝
【
汐
見
Ａ
】

　
３
位
【
山
門
野
Ａ
】

　
本
大
会
で
優
勝
し
た
母
良
木
と
準
優
勝
し
た
汐
見

Ａ
は
、
10
月
29
日
に
鹿
児
島
市
で
開
催
さ
れ
る
県
老

人
ク
ラ
ブ
連
合
会
主
催
の
県
大
会
に
出
場
し
ま
す
。

蔵
之
元
小
学
校
で
み
ん
な
の
食
堂

み
ん
な
の
学
校
、
み
ん
な
の
食
堂

　

９
月
12
日
、
蔵
之
元
小
学
校
（
朝
倉
寛
校
長
・

37
人
）
で
、
長
島
町
ひ
と
り
親
寡
婦
福
祉
会
「
す

い
せ
ん
の
会
」
を
始
め
、同
校
、地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
や
民
生
委
員
、
社
会
福
祉
協
議
会
が
協
力
し
て

「
み
ん
な
の
食
堂‘

す
い
せ
ん
の
花’

」
を
開
催
し

ま
し
た
。
今
回
は
朝
倉
校
長
が
同
校
で
開
催
し
、

地
域
と
子
ど
も
た
ち
と
の
つ
な
が
り
を
深
め
た
い

と
、社
会
福
祉
協
議
会
に
相
談
し
実
現
し
ま
し
た
。

　
朝
倉
校
長
は
「
地
域
を
含
め
た
み
ん
な
の
学
校

を
作
り
、み
ん
な
で
楽
し
め
た
ら
と
考
え
て
い
る
。

開
催
に
あ
た
り
協
力
し
て
い
た
だ
い
た
か
た
に
感

謝
し
て
い
る
」
と
熱
い
思
い
を
語
り
ま
し
た
。

赤
嵜
さ
ん
の
「
三
久
太
郎
」
金
賞

３
代
続
く
畜
産
の
誇
り

　
９
月
９
日
、
赤
嵜
清
さ
ん
（
赤
崎
地
区
）
が
同

５
日
に
福
岡
県
で
開
催
さ
れ
た
、
第
50
回
九
州
管

内
系
統
和
牛
枝
肉
共
励
会
に
出
品
し
、
個
人
金
賞

を
受
賞
し
た
こ
と
を
長
岡
副
町
長
に
報
告
し
ま
し

た
。金
賞
牛
は
長
島
で
生
ま
れ
育
っ
た「
三
久
太
郎
」

で
、
量
と
質
を
兼
ね
備
え
る
優
秀
な
枝
肉
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
１
㌔
８
千
５
０
０
円
で
競
り
落
と
さ

れ
ま
し
た
。
赤
嵜
さ
ん
は
３
代
続
く
畜
産
農
家
で
、

繁
殖
・
肥
育
を
一
貫
経
営
し
て
い
ま
す
。
賞
を
受

け
て
「
支
え
て
く
れ
る
皆
さ
ん
に
感
謝
。
ま
さ
か

金
賞
ま
で
取
る
と
は
思
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
う

れ
し
く
思
う
」
と
喜
び
を
噛
み
締
め
ま
し
た
。

長
島
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
Ｇ
Ｇ
大
会

秋
の
好
天
に
恵
ま
れ
楽
し
く
プ
レ
ー

あ
か
ね
園
に
「
ゆ
か
ち
ゃ
ん
ず
」
が
慰
問

元
気
を
届
け
て
、
元
気
を
も
ら
う

　
８
月
28
日
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
あ
か
ね
園
に

霧
島
市
を
中
心
に
活
動
す
る
音
楽
ユ
ニ
ッ
ト
「
ゆ
か

ち
ゃ
ん
ず
」
の
３
人
が
慰
問
に
訪
れ
、
歌
や
演
奏
を
披

露
し
ま
し
た
。
メ
ン
バ
ー
の
一
人
で
あ
る
福
永
由
香
さ

ん
は
、
町
の
小
浜
出
身
で
「
ふ
る
さ
と
を
元
気
に
し
た

い
」
と
の
思
い
か
ら
今
回
の
慰
問
が
実
現
し
ま
し
た
。 

　
会
場
で
は
懐
か
し
の
曲
を
口
ず
さ
む
利
用
者
の
姿

も
見
ら
れ
、
音
に
合
わ
せ
た
和
や
か
な
雰
囲
気
に
包

ま
れ
ま
し
た
。
福
永
さ
ん
は
「
利
用
者
の
皆
さ
ん
を

元
気
づ
け
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
思
い
慰
問
し
た
が
、

逆
に
私
た
ち
が
元
気
を
も
ら
っ
た
」
と
笑
顔
で
話
し

ま
し
た
。
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鹿
児
島
大
学
生
が
町
の
取
り
組
み
や
課
題
を
学
ぶ

長
島
町
で
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
開
催

　
９
月
24
日
か
ら
25
日
ま
で
の
２
日
間
、
鹿
児
島

大
学
法
文
学
部
の
自
治
体
政
策
論
ゼ
ミ
に
所
属
す

る
12
人
の
学
生
が
、
地
域
の
課
題
や
自
治
体
政
策

を
実
践
的
に
学
ぶ
た
め
本
町
を
訪
れ
ま
し
た
。

　
学
生
ら
は
、
行
人
岳
や
サ
ン
セ
ッ
ト
の
丘
な
ど

を
視
察
し
、
町
の
歴
史
や
地
域
資
源
を
生
か
し
た
観

光
振
興
の
取
り
組
み
を
学
び
ま
し
た
。
町
職
員
と

の
意
見
交
換
で
は
、
視
察
を
通
じ
て
見
え
て
き
た

課
題
に
対
す
る
政
策
な
ど
に
つ
い
て
活
発
に
議
論

を
交
わ
し
ま
し
た
。
今
後
、
学
生
ら
は
約
３
カ
月

間
に
わ
た
り
調
査
・
研
究
を
進
め
、
本
町
の
さ
ら

な
る
発
展
に
向
け
た
政
策
提
言
を
行
う
予
定
で
す
。

萩
之
牟
礼
老
人
ク
ラ
ブ
が
景
観
協
定
団
体
に
認
定

み
ん
な
で
作
る
花
壇
で
交
流
を

　
９
月
24
日
、
長
島
町
ふ
る
さ
と
景
観
協
定
団
体

の
認
定
授
与
式
が
役
場
で
あ
り
ま
し
た
。

　
今
回
認
定
さ
れ
た
萩
之
牟
礼
老
人
ク
ラ
ブ
の

「
老
人
会
萩
之
花
（
代
表
・
福
永
功
憲
）」
に
、
長

岡
副
町
長
か
ら
認
定
書
と
認
定
看
板
が
手
渡
さ

れ
、
こ
れ
か
ら
の
景
観
づ
く
り
に
つ
い
て
の
意
見

交
換
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
福
永
代
表
は
「
花
壇
の
手
入
れ
を
し
な
け
れ
ば

と
前
か
ら
考
え
て
い
た
。
手
入
れ
を
『
老
人
会
萩

之
花
』
の
み
ん
な
で
行
う
こ
と
で
、
同
会
の
交
流

を
深
め
る
場
と
し
て
活
用
し
て
い
き
た
い
」
と
話

し
ま
し
た
。

　
９
月
25
日
、
町
内
の
各
集
落
で
十
五
夜
祭
り
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
が
各
家
庭
を
訪

れ
、
お
菓
子
を
も
ら
う
と
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
」
と
お
礼
を
言
う
声
が
町
中
で
聞
こ
え
て
い

ま
し
た
。

　

午
後
６
時
30
分
、
指
江
自
治
公
民
館
で
は
、

集
落
の
子
ど
も
や
保
護
者
、
住
民
な
ど
約
70
人

が
集
ま
り
、
綱
引
き
と
相
撲
が
開
催
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

　
相
撲
に
参
加
し
た
濵
﨑
陸り
く
と斗
さ
ん
（
９
歳
）
は

「
綱
引
き
や
相
撲
な
ど
楽
し
か
っ
た
。
来
年
も
相

撲
を
が
ん
ば
り
た
い
」
と
笑
顔
で
話
し
ま
し
た
。

町
内
各
地
で
十
五
夜
祭
り

来
年
も
が
ん
ば
る
ぞ

町
内
の
中
学
校
で
体
育
大
会

記
念
大
会
、
み
ん
な
で
綱
引
き

　
９
月
13
日
、
町
内
３
つ
の
中
学
校(

鷹
巣
、
平

尾
、長
島
中)

で
体
育
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

（
川
床
中
学
校
は
５
月
31
日
）

　
長
島
中
学
校
（
宮
内
征
人
校
長・63
人
）
で
は
、

応
援
団
長
の
石
川
璃り

お将
さ
ん
（
白
組
）
と
小
川

鉄て
っ
し
ょ
う
生
さ
ん
（
紅
組
）
が
「
限
界
突
破
、
一
瞬
に
全

力
。
一
歩
先
へ
生
徒
全
員
で
戦
い
抜
く
こ
と
を
誓

い
ま
す
」と
力
強
く
誓
い
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　
同
校
で
は
創
立
80
周
年
を
記
念
し
て
、
地
域
住

民
が
参
加
す
る
綱
引
き
を
実
施
。
在
校
生
や
保
護

者
、
卒
業
生
ら
が
力
い
っ
ぱ
い
綱
を
引
き
、
世
代

を
超
え
た
交
流
を
楽
し
み
ま
し
た
。
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こども道路交通法 深夜３時のくろねこ喫茶②

　交通事故の被害者にも加害者に
もならないために学んでくださ
い。

　昼は人間、夜は猫たちが集まる
喫茶店。たまに悩みを抱えている
人間もやってきて…。

著／山崎総一郎

眠
る
と
き
覚
め
た
る
時
も
蟋こ
お
ろ
ぎ蟀
の
声
に
包
ま
る
と
き
の
移
り
て

山
道
に
未
だ
も
固
き
蕾
な
れ
ど
や
う
や
く
葛く

ず
の
秋
が
来
に
け
り

故
郷
の
山
の
香
り
を
忘
る
な
と
友
の
送
り
し
栗
な
つ
か
し
く

秋
雨
も
台
風
を
も
乗
り
越
え
た
最
後
の
つ
く
つ
く
に
別
れ
を
惜
し
む

坂
之
下
典
子

米
尾
和
子

中
仮
屋
辰
子

後
藤
ヨ
シ
エ

小
林 

　
貢

小
林
如
月

母
木
良
平

川
島
輝
文

町
田
末
則

人
気
な
り
ユ
ー
チ
ュ
ー
バ
ー
長
島
を
伝
え
広
め
て
八
景
つ
ど
う

照
り
つ
け
た
暑
さ
残
し
て
西
日
さ
す
隙
間
逢
う
ご
と
秋
風
の
凉
し
さ

日
奈
久
過
ぎ
れ
ば
八
代
の
工
場
高
く
た
つ
煙
り 

復
興
祈
ら
ん

遠
き
日
に
母
が
読
ん
で
た
御
文
章
母
の
年
に
て
今
我
が
読
む

分わ
か

か
ら
な
い
不ふ
し
ぎ
な
ん

思
儀
何
だ
よ
困こ
ま

る
の
だ
身か
ら
だ体
に
毒ど
く

だ
考
か
ん
が
へ
直な
お

す
の
だ

ねこまき／著

家
す
べ
て
揺
さ
ぶ
る
地な

い震
や
守や
も
り宮
逃
ぐ

被
災
地
へ
急
ぐ
医
師
団
夏
旺さ
か
ん

船
笛
の
風
に
乗
り
き
て
島
晩
夏

一ひ
と
し
な品
は
母
の
手
作
り
心
と
こ
ろ
て
ん太

音
高
く
天
草
島
の
遠
花
火

大
堂
　
早
苗

関
　
佳
代
美

大
堂
　
正
弘

山
嵜
加
代
子

二
階
堂
恵
子

長
島
は
旧
任
地
な
り
い
わ
し
雲

白
南
風
や
島
に
数あ
ま
た多
の
古
墳
群

虫
の
音ね

や
リ
ー
ド
ボ
ー
カ
ル
替
は
り
を
り

取
り
返
す
も
の
に
健
康
昼
寝
覚

鎮
魂
の
鉦
と
太
鼓
や
夏
一
夜

手
を
合
は
す
特
攻
の
碑
や
晩
夏
光

淵
脇
　
護

白
男
川
孝
仁

迫
口
　
君
代

二
階
堂
妙
子

関
　
喜
久
雄

坂
口
　
　
子
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個
人
情
報
の
た
め
掲
載
し
て
い
ま
せ
ん
。

編
集
後
記

　
小
学
校
の
時
は
、
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
少
年
団
、
中
学
校
の
時

に
は
、
野
球
部
に
所
属
し
て
い

ま
し
た
が
、
残
念
な
が
ら
私
は

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
も
野
球
も
得
意

に
な
れ
な
い
ま
ま
今
日
に
至
り

ま
し
た
。

　
そ
ん
な
私
が
先
日
、
同
年
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
の
練
習
試
合
で
ま

さ
か
の
一
発
を
放
ち
人
生
初
の

ホ
ー
ム
ラ
ン
を
打
つ
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。「
本
番
も
こ
の
調

子
で
」
と
意
気
込
み
試
合
当

日
を
迎
え
ま
し
た
が
、
そ
の
快

音
は
響
く
こ
と
は
な
く
、
そ
の

ほ
か
で
も
足
を
引
っ
張
る
結
果

に
。
同
年
の
皆
さ
ん
に
は
、
ご

迷
惑
を
お
か
け
い
た
し
ま
し

た
。

　
三
百
六
十
五
歩
の
マ
ー
チ
に

な
ら
い
、Life Is O

ne-Tw
o 

Punch

で
、
三
歩
進
ん
で
二
歩

下
が
る
人
生
を
こ
れ
か
ら
も
楽

し
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

�

大
西
　
洋
介
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〇楠元内科医院 62-8600
〇林胃腸科外科 73-3639
〇福田クリニック 79-3775
◇出水総合医療センター 67-1611
□ポポロ薬局 63-4630
□会営薬局阿久根店 72-5060
□会営薬局 64-8280

■燃やせるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■燃えないごみ

（獅子島）

文化の日

■燃やせるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

〇来仙医院 84-2005
〇内山病院 73-1551

■資源ごみ・燃えないごみ
　（平尾・蔵之元・川内）
　　　　　（鷹巣・諸浦）
■資源ごみ

（獅子島）

◎乳児健診
　　（保健福祉センター）

■燃やせるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃やせるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

◎特定健診
� （文化ホール）

〇市川医院 63-3151
〇いまむらクリニック 73-1700
〇福田クリニック 79-3775
◇キッズクリニック 63-7707
□第二緑調剤薬局 63-1177
□市民調剤薬局 68-0150
□さくら薬局 63-7700

◎特定健診
� （保健センター）

　　　　　　

■燃やせるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃やせるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

　

■資源ごみ・燃えないごみ
（城川内・指江・下山門野）

　（山門野・川床・浦底）

◎３歳６カ月児健診
　　（保健福祉センター）

■燃やせるごみ・天ぷら油
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃やせるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

■天ぷら油
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）

〇吉井整形外科内科中央病院 62-8111
〇山田クリニック 72-0420
〇福田クリニック 79-3775
◇出水総合医療センター 67-1611
□マリン薬局 63-6678
□よつば薬局 79-4331
□中央調剤薬局東大野原 68-7011
□そうごう薬局 64-8161

■燃やせるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
�
■燃えないごみ

（獅子島）

■資源ごみ・燃えないごみ
　（平尾・蔵之元・川内）
　　　　　（鷹巣・諸浦）
■資源ごみ
　　　　　　　（獅子島）

◎母子相談（２カ月）
　　（保健福祉センター）

■燃やせるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

	
■燃やせるごみ

（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

 
〇広瀬産婦人科医院 62-1559
〇北国医院 72-0016
〇福田クリニック 79-3775
◇しみずこども医院 68-0633
□かめや薬局 62-0038
□すくすく薬局 72-5010

勤労感謝の日

■燃やせるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

〇長島クリニック 88-6405
〇恒吉医院 82-0048
〇クリニック．なかむら 62-0241

■燃やせるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

◎妊婦と家族のファミ
リー講座
� （保健福祉センター）

■資源ごみ・燃えないごみ
（城川内・指江・下山門野）

　（山門野・川床・浦底）
■びん・有害
　　　　　　　（獅子島）

◎幼児歯科検診
　　（保健福祉センター）

　　　　　　　　

■燃やせるごみ・天ぷら油
　（平尾・蔵之元・川内）
　　　　　（鷹巣・諸浦）

　　　　　

■燃やせるごみ
（城川内・指江・下山門野）

　（山門野・川床・浦底）
　　　　　　　（獅子島）
■天ぷら油

（城川内・指江・下山門野）
　（山門野・川床・浦底）
　　　　　　

〇三慶医院 63-2333
〇阿久根眼科 72-0040
〇福田クリニック 79-3775
◇出水総合医療センター 67-1611
□タカラ調剤薬局 62-8813
□高松薬局 73-4002
□そうごう薬局 64-8161

■燃やせるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃やせるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

11 月３日は、自由と平和を愛し、文化を進める日です。
11月 23日は、勤労をたっとび、出産を祝、国民たがいに感謝しあう日です。

祝日には、国旗を掲げましょう！


